
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月はアルツハイマー月間！ 「認知症×図書館」 

アルツハイマー月間ってなんだ！？ 

1994年「国際アルツハイマー病協会」は、世界保健機関（WHO）と共同で、毎年 9月 21日を 

「世界アルツハイマーデー」と制定し、この日を中心に、認知症の正しい理解を深めるための活動を実施しています。 

また、９月を「世界アルツハイマー月間」と定め、様々な取り組みを行っています。 

特集 
「認知症について考える」 

 
認知症について、認知症を支える人について…様々な認知

症に関する本を展示しています。 
今回展示している本は全て、このイベントのために購入した

新刊です！ 
９月中は展示のみですが、10月以降は貸出もしますので、 

ぜひご利用ください！ 

 

認知症サポーターに 
なりませんか？ 

９月１３日（火）１４：３０～ 
 

認知症の人やその家族をサポートできるよう、 
認知症に関する知識や接し方を学べる講座を 

開催します！ 

相談会開催！ 
９月９日（金）・２０日（火）・２８日（水） 

13時３０分～15時３０分 
 

物忘れや認知症、介護などに関する疑問や悩み、不安がある
方に向けた相談会を実施します。 

20日（火）には現在介護をしている方や、すでに看取った方が
集まり、お互いの話を通じて交流を深める「認知症の人を支え

る家族の会」の集いが行われます。 
その他、認知機能チェックや、認知症当事者の 
メッセージ動画上映なども行っていますので、 

ぜひご参加ください！ 

特集コーナーは 1階、 
相談会と認知症サポーター
講座は２階の視聴覚室で 

行います！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「つぐみ」 
監督：市川準  主演：牧瀬里穂 

西伊豆の小さな港町。生まれつき体が弱
く、あまやかされて育ったわがままな 18
歳の少女・つぐみ。夏休み、東京の大学に
通う従姉妹のまりあが帰ってきて、姉の陽
子と 3 人で穏やかな日々を送っていた。そ
んなある日、つぐみは美術館に勤める恭一
と出会い、運命的なものを感じ恋に落ち… 

「ローマの休日」 
監督：ウィリアム・ワイラー 
主演：オードリー・ヘプバーン 

主人公のアン王女は、欧州各国を親善
旅行で訪れていたが、これまでのハー
ドスケジュールで疲れやストレスが溜
まっていた。主治医に鎮静剤を投与さ
れるものの、逆に目が冴えてしまった
彼女は、こっそり夜のローマの街へ繰
り出し… 

「夜霧よ今夜も有難う」 
監督：江崎実生 主演：石原裕次郎 

外国航路から帰国し恋人に求婚した男
は、不慮の事故によって彼女と会えなく
なってしまう。それから 4 年後。横浜
でナイトクラブを営みながら密出国を手
助けする彼のもとに、ある外国人男性が
やってくる。その傍らにいる妻は、かつ
て彼のもとから去った恋人だった―。 

「ディープ・インパクト」 
監督：ミミ・レダー  

主演：ロバート・デュヴァル 

 ホワイトハウスの女性スキャンダルを追
っていたジェニーは、エリーという名に
行き当たる。しかし、それは女性の名で
はなく、「Extinction Level Event (種の
絶滅を引き起こす事象)」の略だった。や
がて大統領は、1 年後に彗星が地球に衝
突する可能性があることを公表し…！？ 

121分 93分 

105分 118分 

今月の展示ケース 

「気になる西洋料理のきのこ」 

町内在住の方からお借りした写真や資料を使って、秋の味覚「きのこ」を存分に楽しめる展示を行っ
ています。また、展示内容に合わせた特集本も置いていますので、ぜひ見に来てみてください！ 

 

図書館から飛び出して、外でおはなし会を開催します！ 

今回は、カレー作りのパネルシアターを行います。 
みんなで歌いながら楽しみましょう！ぜひご参加ください～！ 
 
日時 ９月１１日（日）午前１１時～ 

場所 図書館横広場（雨天時は２階視聴覚室で行います） 
図書館の前に集合！イベント会場まで、職員がご案内します♪ 
対象 幼児～大人 ※お申込みは不要です 
 

 

 
おいしそうな 

きのこがたくさん！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽ときめきのミュージアムグッズ（大澤夏美） 

▽大人への手順（伊集院静） 

▽「ナパーム弾の少女」五〇年の物語（藤えりか） 

 

 

 

▽自治会・町内会負担軽減＆ＩＴ活用事例ブック 

（水津陽子） 

 

 

 

▽マンガでわかるＬＧＢＴＱ＋（パレットーク） 

▽子ども主体で考えるかみつき・ひっかき（井桁容子） 

▽歩くだけで効く！おさんぽ整体（小林篤史） 

▽低燃費のためのタイヤの基礎知識（馬庭孝司） 

▽イチバン親切なおさいほうの教科書（クライ・ムキ） 

 他にも素敵な新刊がたくさんあります。ご来館の際はぜひ、新刊コーナーをご覧ください。

文 芸 書 

実用書・その他 

▽ラブカは静かに弓を持つ（安壇美緒） 

▽あるじなしとて（天津佳之） 

▽朽ちゆく庭（伊岡瞬） 

▽布武の果て（上田秀人） 

 

 

 

 

▽幸せのままで、死んでくれ（清志まれ） 

▽狂う潮（佐伯泰英） 

▽孤蝶の城（桜木紫乃） 

▽恋ふらむ鳥は（澤田瞳子） 

▽怪談小説という名の小説怪談（澤村伊智） 

 

 

 

 

▽おいしいごはんが食べられますように（高瀬隼子） 

▽農家が教える酢とことん活用読本（農文協） 

▽LAST PARADISE（TTNE/編） 

▽いちばんわかりやすい運転免許認知機能検査 

対策ブック【2022】（長信一） 

▽花、瞬く光（蜷川実花） 

▽老後とピアノ（稲垣えみ子） 

 

 

 

▽凡者の合奏（片岡健太） 

▽日本アニメ史（津堅信之） 

▽新しい登山の教科書（栗山祐哉） 

 

 

 

▽音声学者、娘とことばの不思議に飛び込む（川原繁人） 

▽言葉の周圏分布考（松本修） 

▽戴天（千葉ともこ） 

▽ずんだと神様（中島久枝） 

▽夢を喰う男（本城雅人） 

 

 

 

▽彼女が最後に見たものは（まさきとしか） 

▽名もなき子（水野梓） 

▽＃真相をお話しします（結城真一郎） 

▽鯉姫婚姻譚（藍銅ツバメ） 

▽誰もいない文学館（西村賢太） 

▽「できる」と「できない」の間の人（樋口直美） 

▽鳥は飛ぶのが楽しいか （チャン・ガンミョン） 

▽夏 CREST BOOKS （アリ・スミス） 

 

 

 

 

▽名探偵と海の悪魔（スチュアート･タートン） 

朝日新聞社を退職し、５０歳を過ぎて始めたのは、ピアノ。人生

後半戦、ずっとやりたくても、できなかったことをやってみる。エ

ゴを捨て、自分を信じ、「いま」を楽しむことの幸せを、ピアノは

教えてくれた。老後を朗らかに生きていくエッセイ集。 

感染症の流行しつつある英国で、環境破壊に心を

痛める少女が出会ったのは、母の形見を届ける途

中の男とその相棒。少女も家族と共に彼らの旅に加

わり…。ＥＵ離脱をきっかけに始まった、祈りに満ち

た最終章。 

 

ベトナム戦争末期に撮られた一枚の写真は、戦
争の残酷さを余すところなく伝え、世界中に衝撃
を与えた。それから５０年、写真の「主役」である
少女の半生を描いた感動のノンフィクション。 

永禄１１年、織田信長が上洛。堺の納屋衆は天下の趨

勢を見定めようとしていた。天正８年、石山本願寺を降

伏させることに成功した信長の天下は目前に迫るが、

家康の腹心が怪しい動きを見せはじめ…。茶室を舞台

に繰り広げられる戦国交渉小説。 

深夜の高速道路で語られる百物語、学校を彷徨う伝

説の幽霊、子連れでの散歩中に遭遇した呪いの物件

…。古今語り継がれる「怪談」の数々を、ホラー界の旗

手が戦慄のアップデート。「小説」ならではの企みに

満ちた、７篇を収録する。 

見果てぬ夢、至高の頂へ…。キズナ、ワンアン
ドオンリー、コントレイルなどの名馬を送り出
してきた、人馬一体で悠久の未来へと疾走す
る、前田幸治を描いたノンフィクションノベル。 

自治会・町内会などのつながりは、この国から失われ、多

くの地域で機能不全に陥りつつある。この人とのつながり

の機能の刷新、再生、そして新たなコミュニティ像の創造

を目指す１冊。 
登山初心者から、本格的に知識を増やしたい人向け

の情報を凝縮した１冊。基礎知識、準備、技術、危機

管理の方法から、「疲れにくい歩き方／ペース」といっ

た登山技術を解説する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30  

日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

  25 26 27 28 29 

    ＊本は１人５冊、カセットテープは１人２巻まで２週間借りられます。 

＊開館時間   午前１０：００～午後６：３０ 

＊休 館 日  毎週月曜日、図書整理日、年末年始 

余市町図書館 余市町入舟町４１３番地  

電話：（0135）２２－６１４１ FAX （０１３５）２３－７６６０ 

https://www.yoichi-lib-unet.ocn.ne.jp// 

利用案内 

※新型コロナウイルスの影響で開館日が変更になる
場合がございます。ご了承ください。 

○今月のテーマ○ 

9月 10日・24日（土） 

「ライオンがおがお」 

午前 11時～  

1階おはなしコーナー 

楽しい読み聞かせをしたり、毎月変わるテーマごとにたくさんの絵本を

紹介します。今年は動物が登場する絵本をたくさん読みます！ 

自由参加です。 
 

24 23 
30 31 

乳幼児健診（10ヵ月検診）時に、絵本を開く楽しい体験とともに赤ちゃんに絵本を手渡す活動として、余市町

ブックスタート事業を行っています。そのブックスタートを終えたお子さんを対象に、年齢にあった絵本選びの

コツや手遊びなどをお伝えして親子の触れ合いをさらに深めるフォローアップ事業を行います！ 

大型絵本「だるまさんが」などを一緒に楽しんで、みんなでほっこりしましょう！ 

ぜひご参加ください！ 
 

町内にお住まいの方
が対象となります！ 

「電子図書館、気になるけど使いこなせるか心配…」というあなたに！図書館に
ある iPad を使って、電子図書館の体験ができます。実際に電子書籍を借りて読ん
でみることも可能です！ 
図書館の利用登録がお済みの方には、閲覧室のみ利用可能な iPadを貸出していま
す。利用したい方はお気軽に職員までお声がけください。 


